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2021年度メインバンク割合【熊本県】 

（出所：帝国データバンク資料） 

肥後銀行
58.8％ 

創 立  大正14年7月25日  

資 本 金  181億 

預 金  5兆3,584億円 

貸 出 金  3兆9,853億円 

店 舗 網 
 123か店  
（熊本県内111、県外12） 

従業員数 
 2,794人 
 (行員2,163名、パート631名) 

自己資本比率  10.01％ 

外部格付  Ａ＋（Ｒ＆Ｉ） 

3 （２０２２年３月現在） 

2021年11月 
経済産業省「ＤＸ認定制度」取得 

2021年7月 
「肥後銀行DX計画」公表 



順位 銀行名 
総資産 
（兆円） 

1 ふくおかフィナンシャルグループ 29.17 

2 めぶきフィナンシャルグループ 24.12 

3 コンコルディアフィナンシャルグループ 24.06 

4 千葉銀行 19.10 

5 ほくほくフィナンシャルグループ 17.28 

6 静岡銀行 14.91 

7 九州フィナンシャルグループ 
肥後銀行・鹿児島銀行 

14.16 

８ 北洋銀行 13.54 

9 八十二銀行 13.34 

10 西日本フィナンシャルホールディングス 13.12 

11 京都銀行 12.21 

12 山口フィナンシャルグループ 12.18 

13 ひろぎんホールディングス 11.60 

本店所在地 
（登記住所） 鹿児島市金生町6番6号 

資本金 360億円 

設立日 2015年10月1日 

本社所在地 
（本社機能） 

熊本市中央区練兵町1番地 

九州フィナンシャルグループ 

●九州フィナンシャルグループとグループ企業 

肥後   九州FG証券  鹿児島  
各行の決算短信資料より（2022年3月末時点） 

<地方銀行総資産ランキング> 

九州ＦＧ プロフィール 
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肥後銀行グループのＤＸへの取り組み① 

組織 

デジタル・イノベーション委員会新設 
2018年 
2019年 

方針、戦略の策定 

経営企画部 デジタルイノベーション室新設 2019年 業務・サービス等の企画立案 

デジタルイノベーション部新設 2020年 グループＤＸ推進体制一元化 

デジタルマーケティング部新設 2021年 顧客利便性向上マーケティング 

計画 「肥後銀行ＤＸ計画」策定・公表 
2021年 
2022年 

ビジネスモデル転換を公表 
進捗状況公表 

認定 経産省「ＤＸ認定制度」認定事業者 2021年 県内初 

肥後銀行 

ＫＦＧ 

肥後銀行 

肥後銀行 

ＫＦＧ 

肥後銀行 

肥後銀行 
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肥後銀行グループのＤＸへの取り組み② 
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連携 
外部事業者・地方公共団体等と 
連携した地域のＤＸ支援 

2021年 
2022年 

NTT西日本㈱熊本支社 
㈱QTnet       など 

営業 

九州デジタルソリューションズ 
2021年 
2022年 

名称変更 
九州FG傘下へ 

ＩＣＴソリューションビジネスマッチング 2021年 累計154件 

ＤＸコンサルティング開始 
2021年  開始 
2022年  引き合い・契約増加中 

人材 ＤＸ推進人材の採用・認定 
2022年 
9月現在 

データサイエンティスト：11名 
DXアドバイザー：13名 

肥後銀行 

肥後銀行 

肥後銀行 

肥後銀行 

ＫＤＳ 

ＫＤＳ 



肥後銀行ＤＸ計画 

ホームページに「肥後銀行DX計画」、「トップメッセージ（動画）」を掲載しています。 
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肥後銀行ＤＸ計画（策定プロセス） 

年 月 経 緯 

2021年7月 「肥後銀行ＤＸ計画」を公表 

8月 経産省「ＤＸ認定制度」へ申請（11月認定取得） 

集中協議① ビジョン「ＤＸにおけるあるべき姿」 

10月 集中協議② 戦略「新たな体験・サービスの提供」 

集中協議③ 戦略「プロセス改革による生産性向上」 

12月 集中協議④ 環境整備「人材育成」 

2022年３月 集中協議⑤ 環境整備「システム」 「組織・制度」 「マインドセット」 

6月 「肥後銀行ＤＸ計画」 取組状況を踏まえた進捗状況を公表 

 本部各部、営業店からの参加者を交え、当行のＤＸに関する意見を集約。 
 集約した意見を取りまとめ、全５回に渡り、デジタル・イノベーション

委員会で経営陣による集中協議を実施し策定しました。 
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 肥後銀行DX計画（DX推進の方向性） 

外部環境 

【地方の構造的問題】 

人口減少・少子高齢化 

域内産業の縮小 

低金利環境の継続・規制緩和 

急速な技術革新と実装加速 

地政学リスクの拡大 

感染症問題 

自然災害の頻発 

『
地
域
価
値
共
創
グ
ル
ー
プ
』 

ビジネスモデルの転換 

新たな体験・サービスの提供 

プロセス改革による生産性向上 

持
続
可
能
な
地
域
社
会 

顧
客
価
値 

社
会
価
値 

社
員
価
値 

企
業
価
値 

社会的・経済的な不確実性が高まる中、私達の存在意義（パーパス）を体現すべく、デジタル
テクノロジーを活用したビジネスモデル転換を通じて、持続可能な地域社会を実現していきます。 

デジタルテクノロジー 

私達の 
存在意義 

（パーパス） 

私達は、お客様や地域の皆様とともに、お客様の資産や事業、地域の産業や自然・文化を 
育て、守り、引き継ぐことで、地域の未来を創造していく為に存在しています 

現在の姿 目指す姿 

総
合
金
融
グ
ル
ー
プ 

（
従
来
型
の
地
域
銀
行
） 

不
確
実
性
拡
大
・
破
壊
の
脅
威 
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新たな体験・サービスの提供 【法人のお客様】 

①地域企業のお客様のＤＸ支援 ③経営支援ソリューションの提供 

   専門のコンサルティングチームによりＤＸをご支援 
 関連会社と連携し、ＩＣＴに関する課題を解決 

 フィンテック企業等と連携し企業業務の効率化をご支援 

 銀行をプラットフォームとしたマッチングサービスの展開 

新たな体験・サービスの提供 【地方公共団体、地域社会のお客様】 

①地域社会のＤＸ支援 

 地方公共団体窓口や地域社会のキャッシュレス推進 
 地方公共団体のＤＸ支援 

②新たな課題解決ビジネスの創出 

 孤立する集落や一人暮らしのお年寄りの不安の解消 
 災害への備えを支援 
 デジタル弱者を包摂するサービスの開発 
 マイナンバーの活用               等 

依頼 提案 

集客が 
 難しい・・・ 

ニーズにぴったり 
②融資審査におけるデータ活用の多様化 

 他行データ、銀行外データを活用し、幅広いお客様の幅
広い資金需要をサポート 

デジタルテクノロジーとデータを活用し、地域企業の皆様や、地方公共団体を含む 
地域社会の課題解決に取り組んでいきます。 

 肥後銀行DX計画（地域ＤＸ関連） 
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地域DX推進 

DXコンサルティングサービス くまもとDX推進コンソーシアム 
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地域DX推進（くまもとDX推進コンソーシアム） 
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連携協定 

締結日  2021年11月15日 

協定名  デジタル技術を活用した地域活性化に関する連携協定 

目的 
人口減少、少子高齢化及び感染症や自然災害など、お客様や地
域の様々な課題に対し、デジタル技術を活用した課題解決支援活
動に連携して取組、持続可能な地域社会の実現を図るもの 

連携 
事項 

１．地域のお客様・産業のデジタル化・DX化支援に関する事項 
２．地方公共団体との連携による地域のデジタル化・DX化支援 
   に関する事項 
３．行政事務のデジタル化・DX化支援に関する事項 
４．その他、本協定の目的達成に関する事項 

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
実
現 

県
民
総
幸
福
量
の
最
大
化 

 

く
ま
も
と
Ｄ
Ｘ
推
進 

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
活
性
化 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ノ
ウ
ハ
ウ
等 

企業間連携でのDX推進 

産学官によるDX推進の 

2つのビジョン 
７つの実現の方向性 

当行とNTT西日本による共同企業体で事務局を運営。双方のネットワークやノウハウ
などを活用し、産官学の連携充実による効果的かつ効率的に取り組んでいます。 



（参考）コンソーシアムでの主な活動 
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会員企業または非会員企業や経済団体、大学、金融機関、自治体等が能動的に
集まる機運醸成の場をめざしています。 

対   象：熊本県内中心の主に法人・地方公共団体等 

開催方法：ハイブリッド方式 
        現地参集：熊本城ホール 
        オンライン：ZOOM  

定   員：現地参集200名 
      ：オンライン200名   

参 加 費 ：無料 

内   容：DXの本質や事例、 
        本コンソーシアムの役割、 
        プラットフォーム事業等の紹介 
        講演やパネルディスカッションを通じた啓発 

キックオフイベント（2022年7月26日） オープンイベント（2022年12月予定） 

対   象：主に法人・地方公共団体等 

開催方法：ハイブリッド方式 

内容：DXに取り組む企業の事例発表会 
～県内企業のリアルなDXモデルケース～ 

発表企業： 
・DX認定制度取得企業 
・くまもとDXアワード受賞企業 

期待される効果： 
・県内企業のDX意識の底上げ 
・くまもとＤＸグランドデザインの周知・啓発 
・コンソーシアムの活性化 
・自治体、大学、金融機関の継続的支援 

（デジタル技術体験、紹介ブース） 



申
請 

認定基準を 
満たす打ち手の

整理 

公
表 

認定基準を 
満たしていない 
項目の抽出 

戦略・施策など 
の体系化 

ビジョンや戦略 
などの把握 

ＤＸの 
成熟度把握 

地域DX推進（DXコンサルティングサービス） 

ＤＸ認定取得支援の進め方 

伴 走 型 コ ン サ ル テ ィ ン グ 

「ＤＸ認定制度」取得を目指すことで、企業のＤＸ推進が全社的かつ体系的な取組
となるように伴走型で支援しています。 
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■TSMC進出による経済効果、都市再開発等の投資拡大 

■人口減少・少子高齢化の加速 

■感染症・自然災害等による企業倒産・廃業の増加懸念 

■労働力不足等による需給ギャップ拡大 

■規制緩和（経営統合等の特例措置、業務範囲拡大） 

■異業種による金融サービス参入・拡大 

■新型コロナ感染リスク、自然災害リスクの増大 

■サイバーセキュリティ対応 

■マネーローンダリングの重要性増大 

環境認識 黒字：機会  赤字：脅威   

国
内
金
融 

地
域
金
融
機
関
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は 

加
速
度
的
に
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る 
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熊
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済 
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（参考）熊本県における自然災害 

発生年 内 容 

2012 平成24年7月九州北部豪雨 

2012 台風第16号・大気不安定による大雨・暴風・高波・高潮 

2014 台風第8号・梅雨前線による大雨と暴風 

2014 平成26年8月豪雨、台風第12・11号 

2016 平成28年（2016年）熊本地震 

2017 平成29年7月九州北部豪雨 

2018 平成30年7月豪雨・台風第12号 

2020 令和2年7月豪雨 

契約書を含む 
各種資料の毀損 

電話連絡の 
限界 

社員の出勤 
困難 

課題が浮き彫りに 

郵送・宅配便の 
遅延 



主な課題と今後の方向性 
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ＤＸは地方の企業こそ必要であり、かつてないチャンス。地域ＤＸの推進を担う地域
金融機関の役割は大きく、そのためにも肥後銀行自身のＤＸを加速させていきます。 

意識改革 

成功体験の積み重ね 

ＤＸ推進人材の育成 

主な課題 
（行内外共通） 



 最後に 

ご質問やご意見等ございましたら、 
お気軽にご連絡ください。 

電話:  096-326-8678        

E-mail:  digital＠higobank.co.jp 

お
問
い
合
わ
せ
先 

肥後銀行 経営企画部 
デジタルイノベーション室 高田 



ありがとうございました。 ありがとうございました 


